
10年ほど前から患う腎臓疾患で足にむくみが生じ、足に重みと歩き
づらさを感じている。加齢に伴う関節痛の影響から手指が動かしづ
らくなっている。朝の日課として片道20分（約1km）ののショッピング
モールまで散歩することを心がけているが、最寄り駅と自宅間に長
く続く勾配はつらく、移動や外出の手段としてウィルを使っている。

USER INFO

女性 / 80代 
H様

自動車販売店で
WHILL Model R購入
これまで：車、徒歩

自身で可能

腎臓疾患

現在の体の状態

WHILLカルテ 
ウィル

Profile No.9WHILL

住環境・周辺状況

身体状況

千葉県郊外にある2階建ての一軒家で1人暮らし。掃除から洗濯、食
事の準備など日々の家事はすべて自分でこなす。車を手放したので
現在はウィルを自宅の屋根付き駐車スペースに保管し、バッテリー
だけは取り外して自宅内で充電する。自宅周辺は車通りの少ない広
めの道が多いが、スーパーなどはなく、約1km先（徒歩で約20分）の
最寄り駅までは緩やかな勾配が続く。

屋根付きの駐車スペースで
ウィルを保管。ウィル純正
防水カバーも用意している

防水カバーをつけた状態

自宅～駅の往復にウィルを利用。帰りはカゴに荷物
を入れられて便利

ウィル利用のきっかけ ～歳を重ねてもこれまで通りの生活を維持したかったから～

「誕生月に免許更新をせずに車を手放しました。当初は駅との移動などにタクシーを使おうと思っていたのですが、実際にタ
クシーを呼んでみるとすぐ行きたくても数十分待ちだったり、駅以外の場所では捕まりづらかったりと、案外タクシーも使い勝
手がいいとは限らないことに気づきました。もともとシニアカーは近所の方が使っていて『使い心地も良い』と聞いていたの
で、長く歩くのもつらいし、歳を重ねてもできる限りこれまで通り自力で生活したいとの気持ちが強く、ウィルを試してみること

にしたのです。駅では1日200円の駐輪場にウィルを停め、帰る時もウィルで
さっと帰宅。タクシーを呼ぶ必要もなく、自分の都合で出かけられるのが嬉し
く、外出の億劫さが軽減されました」

杖なしで可能。 500m以上だとつらい

日課の朝の散歩（休憩挟んで1時間）、
ウィルで外出

自力で可能

歩行

立上り 

運動

移乗

介護保険認定なし

実際のウィル の使い方
「電車に乗ってお友達の家やデパートへ行く時、駅から出ているバスで病院へ
出向く時などに、自宅から約1km離れている最寄り駅までの移動にウィルを
使っています。家からの道中は下りなので問題ないのですが、帰りは坂道が続
くので荷物を持って帰るときは特に大変。ウィルを本当に重宝しています。
ちょっと遠めのスーパーに行く時も利用していて、週に2~3回はウィルで出か
けています。本当に便利で楽になりました」



小回りが効くので、狭いスペースでも方向転換
がスムーズ

バッテリーは片手で取り外して自宅内へ持って
入る

家庭用コンセントで5時間でフル充電。頻度は
週に1度で十分という

ウィル使用後の変化と、生活の目標

走行距離

最高速度*
段差乗越

登坂力

最小回転半径

サイズ

重さ

充電時間

最大荷重

6km/h
5cm
10度*
970mm
1,160×535-635×
868-925mm

約56.8kg
5時間
147kg

スペック詳細

平日 9：00～18：00
※通話料無料0800-080-4338

※路面状況などにより変化

（幅×長さ×高さ）

17.2km

WHILL Model R/RKの
紹介動画もご用意しております。

こちらの
QRコードから

ご覧いただけます。

Model Rを選んだ理由 ～他にはない生活に便利な機能がたくさんで安心～
「他のシニアカーも見たり試乗したりと検討したのですが、小回りが抜群に効くこと、コンパクトさ、バッテリーが取り外し可能
であることが決め手です。駅の駐輪場は他の自転車やバイクも止まっていて狭いのですが、ハンドルがよく切れるしコンパクト
なので、狭いスペースでも停めやすいですし、周辺にある柵もスムーズに通れます。道ゆく人にも『あまり見ない形でいいわね』
と声をかけてもらうこともあります。 バッテリーも簡単に取り外せるし、片手で持てる軽さ（約2.7kg）なので、毎回の充電にス
トレスがありません。便利な機能ですし、防犯上も安心ですね」

*時速6km以下で走行する近距離モビリティ

「持病の進行により足のむくみによる重さやだるさがひどくなったとともに、年齢を重ね一つ一つの家事や動作がテキパキでき
にくくなっているように感じます。遠出や旅行も好きで以前は頻繁に出向いていましたが、準備の大変さや健康・体力への不安
から、徐々に億劫になっている自分もいます。出かける前にエネルギーを半分消費してしまう感覚ですね。それでも出かけたい
気持ちは強くありますし、息子や娘に頼らず、できる限り自力でこれまでの生活を維持していきたいと思っています。ウィルを
取り入れたのも、身体が動かなくなってからでは遅いと思ったから。乗り物ですから咄嗟に判断する必要もあるので、早い段階
から慣れておくと身体がどんどん動きづらくなっても感覚は染み込んでいるでしょう。ウィルを使い始めて、日常の移動や
ちょっとした外出へのハードルが軽減され、これまで通りの生活を続けられていると思えて嬉しいのです。可能な限り長く、今
まで通りの生活を送ることが私の目標ですね」

WHILL株式会社
ウィル

WHILL Model R/RK

メーカー希望小売価格  357,000円 （送料調整費別）
*非課税

ウィル　モデル アール

スマートになった歩道のスクーター*

免許不要、歩道での走行可能

介護保険制度で
レンタルの場合 レンタル事業者へお問い合わせください

※制度の利用には条件があり、自治体への申請が必要です。
　詳しくはお問合せください。

ウィルを使わない日

8:00  起床

9:00  朝食

18:00  夕食

お風呂・就寝準備

23:00  就寝

昼前に
日課の散歩

13:00  昼食

午後
休憩（TVなど視聴）

夕方
洗濯物の片付け
食事の準備

計測（血圧や体温、体重など）　仏壇のお世話

家事
（洗濯・掃除・水やりなど）

ある1日の過ごし方
ウィルを使う日

通院 / 遠出の準備

ウィルで
駅まで移動

外出

*通院時は14:00帰宅

※全幅はアームレストの調整位置によって変動


